
外部評価に対する市の対応一覧

事業の方向性 意見

1 花苗配布事業 みどりの推進課
改善
(見直して実施)

市民一人ひとりの緑化に対する意識高揚を図
るため必要な事業であるが、年1回の配布で
は効果に疑問が残る。委託内容を見直し、限
られた予算を有効に活用し、春・秋の年2回の
配布を検討していただきたい。

花苗の配布は各行政区のイベントが春に多く実施されていることから、イベントの開催に
合わせて配布を行っています。
今後もより多くの世帯に花苗が配布できるよう行政区に対して働きかけを行っていくとと
もに、配布時期については行政区の事情を考慮し、秋季の配布についても検討してい
きます。

2 記念樹配布事業 みどりの推進課
縮小
(見直して実施)

事業の目的は十分に理解できるが、市民の受
取率が低く、40年以上経過していることもあり
市民ニーズに合っていないものも見受けられ
る。今後は配布方法を含めたうえで、配布物、
配布対象について検討していただきたい。

現在の配布対象のうち、還暦については長寿命化により還暦を祝う傾向が減少している
こと、結婚については各家庭における樹木の植栽スペースの減少に加え、ガーデニング
においても育てる期間の短い花などが人気であることから受取率が低い状態です。
そのため結婚及び還暦への配布については今年度をもって廃止とし、他の対象につい
ては多くの人が受取れるよう受取期間を延ばして実施していきます。

3 環境美化推進事業 環境課
現状維持
(継続して実施)

事業内容が多岐にわたり、環境美化には有効
な事業である。今後は事業の推進とともに、市
民の環境美化意識の向上と実践活動を活発
にするために、より一層のPR活動を実施して
いただきたい。

今後も、市民の環境美化活動を活発にするため、市広報紙及び市ホームページ等にお
いて、実践活動の有効性について、より一層のPR活動を実施します。

4 なかよしサロン事業 高齢福祉課
現状維持
(継続して実施)

高齢者の増加に伴い利用者は年々増加して
いくものと思われる。事業の必要性は十分に
認められ、今後も継続して実施すべき事業で
あるが、将来的にはサービス内容や受益者負
担の見直しも必要になってくると思われる。

今後も在宅の高齢者が地域社会の中で自立した生活を安心して送ることが出来るよう本
事業を継続していきます。
また、今後予想される利用者の増加に対応するため、利用可能日を週5日としたり、サー
ビス内容の充実を図るなどの検討を行っていきます。
利用料については、介護保険法の改正に併せて見直しを行っていきます。

5 予防接種事業 健康推進課
現状維持
(継続して実施)

事業の必要性は十分にあり、今後も継続して
いくべきである。接種率の低いものも見受けら
れるので接種率の向上に努めるとともに、市
独自で助成を行う任意予防接種についても市
民への周知を積極的に行っていただきたい。

今後も病気を予防し感染を拡大させない、また病気を重症化させないため、必要な予防
接種を市民が安心して受けられるよう、事業の推進に努めていきます。
接種率の低い子宮頸がん予防ワクチン接種は、国の動向を見ながら市民に情報提供を
行い、接種の向上に努めます。
市の助成している任意の予防接種は、希望している対象者が受けられるよう、広報や
ホームページで引き続き周知していきます。
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6
シルバー人材センター補
助事業

高齢福祉課
現状維持
(継続して実施)

高齢者の生きがい、就業機会の創出のために
必要な事業である。今後は更なる会員の就業
機会の確保・向上、全体の意識改革に努めて
いただきたい。

シルバー人材センターからは、本年度から始めたワンコインサービス事業など、新たな
事業の企画・検討・調査を行うとともに、新規就業受け入れ先の開拓に努め、会員希望
者の要望に応えていくとともに、みよし市のセンターが独自に開催する「シルバーの日直
売会」を継続的に開催し、市民の皆様との接点を増やすことで、親しまれ、愛され、必要
とされるセンターの事業運営に努めていくと、聞いています。
今後とも、高齢者の生きがい、就業機会の創出のため、こうしたシルバー人材センター
の運営について支援を行っていきます。

7 サンアート維持管理事業 教育行政課
現状維持
(継続して実施)

指定管理者による効率的な維持管理を期待
するとともに、市民が利用しやすい施設となる
よう大規模修繕については計画的に行ってい
ただきたい。また、ふるさと会館の利用率は低
い状況であり、将来的な在り方について検討
していただきたい。

平成２６年度で現在の指定管理期間が満了となるため、現在、平成２７年度から５年間の
指定管理者を選定しています。その中で、より良い管理を行っていただけるような指定
管理者を選定していきます。
また、開館後２０年以上を経過した施設は老朽化により改修が必要な部分が多数ありま
すが、非常に多額の費用が必要となるため、計画的に修繕を行い、利用者ニーズに対
応していきます。
ふるさと会館についても、新しい指定管理者を選定する中で、その利用方法等について
も提案をいただき、利用率の向上を図っていきます。

8 カヌー競技推進事業 スポーツ課
改善
(見直して実施)

事業の目的は十分に理解できるが、利用者が
少数であり、費用対効果については疑問が残
る。今後は「カヌーのまちみよし」としてより多く
の市民がカヌーにふれあえるよう事業の見直
しを図っていただきたい。

今後は一般の市民がカヌーに乗る機会ができるように、カヌー体験事業の実施を予定し
ています。
また、 市内の小中学校の児童・生徒がカヌーに親しむ機会ができるように、希望に応じ
て学校のプールでカヌー出前教室の実施を予定しています。

9 道路安全施設設置事業 都市整備課
現状維持
(継続して実施)

道路利用者の交通の安全を確保するために
重要な事業である。今後は成熟したまちづくり
のために安全施策を推進するとともに、市民
ニーズの高い事案から早急に実施していただ
き、事業の一層の充実をお願いしたい。

市道における道路利用者の交通の安全を十分に確保するために、市民ニーズに応じて
地域と調整し必要性の高い箇所から、順次安全対策を行っていきます。
なお、県道や国道の安全施設の設置については、それぞれの道路管理者へお願いを
していきます。
また、規制表示等や横断歩道等の設置については、公安委員会へ要望していきます。

10 防災意識普及啓発事業 防災安全課
改善
(見直して実施)

市民の防災に対する意識はまだ高いとは言え
ない。防災マップを作製、配布で良しとはしな
いで、防災訓練時に避難訓練を取り入れるな
ど市民の防災に対する意識を高めていってい
ただきたい。

防災訓練時の避難訓練については、すでに実施しておりますが、今後もより一層実践的
かつ効果的な防災訓練になるよう改善してまいります。
また、市民の防災意識の高揚をはかるため、防災情報の提供や啓発につきましても推
進していきます。


